
 

 

 

 

 今年度の歯科検診の結果、歯肉炎の生徒が 219 名（25％）いました。中学生の時期は、日々の忙し

さや生活習慣のみだれから、歯の衛生状態が悪くなる傾向にあり、歯肉炎が増加します。 

 

 

 

 

歯みがき強調週間（6月 27日～6月 30日） 
 自分の歯みがき目標を立てましょう。給食後の歯みがきをみがき残しがないように意

識し、目標を達成できるようにていねいにみがきましょう。 

給食後に歯みがきをするには、まず歯ブラシセットを準備しましょう。 

 

「手に入れよう 長生きチケット 歯みがきで」～令和 5年度 歯と口の健康習慣スローガン～ 

岡崎市立矢作北中学校 

令和５年６月２２日 

第３号 

 歯肉に歯垢が接していると、歯垢の中の菌（歯周病菌）が

つくる酵素や毒素で炎症を起こし、それを治そうと血管が

増え、歯肉の色がピンク色からこい赤色になります。また細

かい血管が増えることで、歯肉を押すとすぐに出血しやす

くなります。 

 これが歯肉炎の状態です。 

 この状態を放っておくと、どんどん炎症が広がり、やがて

歯を支えている歯槽骨（しそうこつ）まで溶かす歯周病へと

発展し、最悪の場合、歯が抜けてしまいます。 
歯槽骨 

保健委員会主催！ 

ゴールデン歯ブラシカップ 



 

 

 

歯みがきなどの口腔ケアが生活習慣としてできていれば、歯・口の健康につながり

ます。とはいえ、続けているうちに、手を抜いてしまったり、自己流になったりしが

ちです。 

 そこで、３～６か月に 1 回程度、歯科医院で定期健診を受けることをおすすめします。歯と口の異

常や病気だけでなく、歯垢・歯石がないか、歯のクリーニング、歯みがきの仕方もチェックしてもらえ

ます。歯は“一生もの”。しっかり食べて生きていくためにも、プロの助けを借りて、口腔ケアをして

みてはいかがですか。 

 

 

 

保護者の皆様へ 

▼健康診断の結果について 

①尿検査の結果、異常のある人にはお知らせをお渡ししています。お知らせのない生徒は、異常なし

です。 

②健康診断の結果、受診のお知らせをお渡ししていますので、早めに受診をして主治医の先生に相談

しましょう。 

③５月２５日に歯科検診が終了し、すべての健康診断が終わりました。全員に「歯科健診結果のお知

らせ」をお渡ししました。治療が必要な人は、早めに受診をしましょう。 

 

                     保健だよりカラー版は、こちらから→ 

水筒、タオルを持ってこよう！ 

 


